































管理 者　デ 一　タ 従業 員　デ 一　タインディケータ 平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差 N
（E－P）期待dPEXPE0．68 0．20 167 0．65 0．25 410
（P－Ol）期待PQEXP　1
0．64 0．17 174’ 0．62 0ユ9 411
（P－0、）期待
oOEXP　2 0．66 0．16 174 0．64 0．17 411（P→03）期待POEXP　3 0．59 0．15． 175 0．59 0．16 411
（P一ゆO、）期待POEXP　4
0．79 0．14 175 0．74 0．16 411
（P－O、）期待POEXP　5
0．67 0．16 175 0．62 0．15 409
（P→0，）期待POEXP．6
0．56 0．18 174 0．48 0．ユ9 410
（P→O，）期待POEXP　7
0．57 0ユ8 ユ75 0．50 0．19 410
（P→03）期待POEXP　8
0．56 0．18 175 0．49 0．18 410
（P→0、）期待
oOEXP　9 O．68 0．15 175 0．61 0．16 410報酬誘意性1uALEN　1 4．40 0．61 174 4．45 0．64 411報酬誘意性2uALEN　2 4．24 0．63 174 4．26 0．65 411報酬誘意性3uALEN　3 4．02 0．72 175 4ユ8 0．70 412報酬誘意1生4



































（生産部門） 　PERFS　7c業部門の全般的な生　産　高　PERFP　1 3．34 0．91 61 目標達成度@PERFS　8
3．22 0．74 80
生　産　性
@PERFP　23．22 0．76 61 （研究開発部門）品　　　　質
@PERFP　33．09 0．62 61
新製品開発@PERFR　1 3．07 0．85 40
労災防止@PERFP　43．13 0．82 61
新技術開発@PERFR　2 3．02 0．83 40工程・作業条件改善
@PERFP　53．20 0．79 60 特許件数@PERFR　3 3．05 0．90 40製造原価の低減　PERFP　6
3．31 0．78 61 経費節減　PERFR　4 2．85 0．57 40
生産部門の全般的な
ﾚ標逮成度 3．27 0．68 61
学界への貢献
@PERFR　5 2．65 0．93 38PERFP　7 実用新案件数
　（営業部門）








売上利益@PERFS　23．12 0．86 79 （全　部　門）市場占有率　PERFS　3 3．Ol 0．79 79 欠　勤　　率　ABSENC 2．78 0．61167
















イ　ンF“　ケータ 管理者データ 従業員データア　イ 平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差 N
仕事達成の機会　　SATI　O1
3．69 0．61 175 3．54 0．73409
仕事自体@　SATI　O2 3．76 0．62 175 3．47 　　　．O．72 412仕事上の責任@　SATI　O3 3．74 0．68 174 3．55 0．65 411
仕事を通じた自己の進歩　　SATI　O4
3．45 0．71 174 3．28 0．79412
意思決定の方法
@　SAT工05 3．16 0．72 174’ 3．11 O．69 411上司からの信任@　SATI　O6 3．66 0．63 175 3．46 0．60411
上司との関係
@　SATI　O7 3．68 0．63174 3．51 0．69 410
社内の人間関係　　SATI　O8
3．64 0．54175 3．52 0．67411
作業条件や仕事条件
@　SATI　O9 3．35 0．74175 3ユ1 0．82 411
給　　　　与
@　SATI　10 3．12 0．77 175 2．82 0．82412
業績評価の方法@　SAT工11 3．13 0．67175 2．92 0．67 409社内での地位　　SATI　12
3．38 0．69175 3．16 0．63 412
会社の政策や経営方針　　SAT工13
3ユ6 0．69 173 3．01 0．73 410
会社の社会的イメージ
@　SATI　l4 3．29 0．83175 3．36 0．81411
















イ　ンディケータ 第1因子 第2因子 第3因子
仕事達成の機会 0．552※ 0，153 0，046
仕事自体 0．744※ 0，026 0，195
仕事上の責任 0．652楽 0，241 0，207
仕事を通じた自己の進歩 0．503派 0，033 0，240
意思決定の方法 0，209 0．513崇 0，429
上司からの信任 0．648済 0，264 一〇．117
上司との関係 0，629豪 0，410 一〇．229
社内の人間関係 0，468 0，335 0，084
作業条件や仕事条件 0，231 0，374 0，080
給　　　与 0，144 0．670※ 0，024
業績評価の方法 0，211 0．715※ O，164
社内での地位 0，165 0．611楽 0，069
会社の政策や経営方針 0，145 0，509※ 0，312
会社の社会的イメージ 0，071 0，493 0，289
社内のコミュニケーション 0，114 0，308 0，742※
固　有　値 5，192 1，877 1，191






イ　ンディケータ 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
仕事達成の機会 0．787豪 0，090 0，166 0，068
仕事自体 0．772※ 0，246 0ユ65 0，129
仕事上の責任 0．689※ 0，082 0，239 一〇．002
仕事を通じた自己の進歩 0，546来 0，345 一〇．055 0，150
意思決定の方法 0，078 0．552※ 0，203 0，413
上司からの信任 0，320 0．533※ 0，278 一〇．135
上司との関係 0，149 0．795※ G，2ユ2 0，063
社内の人間関係 0，240 0．672※ 0，039 0ユ60
作業条件や仕事条件 0，192 0，339 0，408 0，291
給　　　与 0，232 0，003 0．669※ 0，298
業績評価の方法 0，179 0，248 0．710※ 0，202
社内での地位 0，076 0，170 0．800※ 0，059
会社の政策や経営方針 0，145 0，231 0，215 0．673崇
会社の社会的イメージ 0，104 一〇．171 0，143 0．789巌
社内のコミュニケーション 一〇．034 0，378 0，133 0．696濠
固　有　値 5，022 1，609 1，163 LO21








































































@　ALIEN　3 1．54 0．76 412



















































































イ　ンディケータ 平均値 標準偏差 N
組織との連帯感@　IDEND　1 4．10 0．66
412







































一“ 管理者データ 従業員データイ　ンァイケータ 平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差 N
複数職務の同時併行的遂行能力 3．32 1．09 175 3．03 1．17412PERSO1
複数憎報の統合能力　　PERSO2
3．72 0．89 175 3．95 0．84 412
非定型的職務の遂行能力@　PERSO3 3．75 0．95 174 3．47 1．16412
困難な問題の解決能力　　PERSO4
3．82 0．96 175 3．61 1．07 412
低成功確率許容度　　PERSO5
3．45 1．14 ！75 3．43 1．23411
遂行あいまい性許容：度
@　PERSO6 2．00 0．85 175 1．85 0．91413
命令拒絶度　　PERSO7 2．70 0．91 175 2．50 1．10413
指示拒絶度@　PERSO8 2．67 1．01 175 ※ ※ ※
自我の独立性@　PERSO9 2．61 1．10 175 2．29 1．08413






































































































































































































































平均値 標準偏差 N 平均値 標準偏差 N
期待型
@モティベーション














































































期待・誘意性のインディケータ 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子第5因子 第6因子
（E→P）期待 0，201一〇．151 0．，292 一〇，127 0，285 0，044
（P一，O、）期待
@　（個人的成長・発展〉 0，486 0，0580，208 0．551※一〇．149 0，151
（P一レ0，）期待
@　（自律的思考・行動） 0，369 0，0250，126 0．693※一〇．065 0，230
（P－03）期待
@　（同僚との人間関係） 0，096 0，0480，ユ99 0，132 0，1930．865照
（P→O、）期待
@　（職務の達成感） 0，016 0，001 0．753藻 0，3！7 0，023 0，003
（P一レO，〉期待
@　（尊　　　敬） 0，326 0，144 0．670楽一〇．057 一〇．032 0，327
（P→O，）期待
@　（社会的・経済的安定） 0．810聚 0，056 0，065 0，014一〇．006 0，284
（P→07）期待
@　（昇　　　給） 0．859※一〇．07ユ 0，222 0，142 0ユ59 一〇．096
（P→0、）期待
@　（昇　　　進） 0．859燕一〇．020 0，218 0，168 0ユ38 一〇．032
（P－Og）期待
@　（影響力の増大） 0，331 一〇．O11 0．634※ 0，149 0，1180，103
雨意性1@　　（個人的成長・発展） 一〇．045 O，239 0，152 0．672藻 0，336 一〇．076
誘意性2@　　（自律的思考・行動） 0，081 0，3010，005 0．595騒 0，408 一〇．002
誘意性3@　　（同僚との人間関係〉 0，104 0，254一〇．038 0，039 0．736※ 0，198
誘意性4@　　（職務の達成感） 0，036 0，1460，ユ24 0，212 0．712楽 0，022
誘意性5@　　（尊　　　敬） 0，097 0，4270，450一〇．029 0，392 一〇．276
誘惑性6@　　（社会的・経済的安定） 一〇．136 0．666※ 0，066 0，137 0，139 0，0ユ1
旨意性7@　　（昇　　　給） 一〇．102 0．820楽一〇，108 0，198 0，1590，076
誘意性8@　　（昇　　　進） 0，176 0．873※ 0，032 一〇．003 0，041 0，041
誘意性9@　　（影響力の増大） 0，380 0，4360，193 0，207 0，282 一〇．111
固　有　値 5，202 2，811 1，213 1，202 1，074 1，001







期待・誘意性のインディケータ 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子第5因子
（E→P）期待 0，338 0，108 0，094 0，067一〇．067
（P→O、）期待
@　（個人的成長・発展） 0．761※ 0，120 一〇．075 0ユ61 一〇．092
（P－o，）期待
@　（自律的思考・行動） 0．736藪 0ユ50 一〇．166 0，204 一〇．092
（P－0、〉期待
@　（同僚との人間関係） 0．549※ 0，134 0，290 一〇．014 一〇．024
（P→O、）期待
@　（職務の達成感） 0．689※ 一〇．017 0，071 0，002 0，189
（P→O，〉期待
@　（尊　　　敬） 0．536※ 0，323 0，298 一〇．025 0，061
（P→06）期待
@　（社会的・経済的安定） 0，171 0．789※ 0，066 一〇．016 一〇．049
（P－07）期待@　（昇　　　　給） 0，132 0．887※ 0，006 0，013一〇．017
（P→O，）期待
@　（昇　　　進） 0，205 0．869※ 0，003 0，087 0，025
（P→Og）期待@　（影響力の増大） 0．525崇 0，507 0，149一〇．030 0，059
言秀意性1
@　（個人的成長・発展） 0，093 0，039 0，143 0．787肖 0，153
誘意性2@　（自律的思考・行動） 0，099 一〇。007 0，047 0．796栄 0，163
誘意性3@　（同僚との人間関係） 0，080 一〇．094 0．802※ 0，006 0，091
誘意性4@　（職務の達成感） 0，117 0，017 0，395 0．541※ 0，100
誘意性5@　（尊　　　敬） 0，115 0，071 0．665豪 0，323 0，171
誘意性6@　（社会的・経済的安定） 0，043 一〇．087 0，074 0，138 0．741豪
州意性7@　（昇　　　給） 一〇ユ37 一〇．104 0，090 0，169 0．777楽
誘意性8@　（昇　　　進） 0，025 0，205 0，195 0，087 0．655濠
同意性9@　（影響力の増大） 0，075 0，267 0．547※ 0，250 0，192
固　有　値 4，462 2，793 1，561 1，132 1，050







































































（E→P） （E→P） （E→P） （E→P）
遂行変数 Σ（P→0∂ Σ〔（P→α）（V∂〕 遂行変数 Σ（P→0∂ Σ〔（P→0・〉（V∂〕との単純相関 との単純相関 との単純相関 との単純相関
（全　部　凹） 市場占有率 0，015 0，070
生　産　性 0．159※※ 0、182※楽 新市場開拓 0．244崇※ 0．278※※
経費節減 0．206※※ 0．224※燃 資金回収率 0，030 0，080
（生産部門） 顧客サービス 0，057 0，111



















製造原価の低減 一〇．057 一〇．005 特言午件数 0．352※楽 0．390※※
生産部門の全般的
ﾈ目標達成度 一〇．110 一〇．104 経費節減 0，142 0，125
　（営業部門）
ﾌ　売　高
э纓?v
0，059
O，016
0，095
O，013
学界への貢献
ﾀ用新案件数
､究開発部門の全
ﾊ的な目標達成度
0，009
O．485※※※
O，183
0，108
O．492※※※
O．271※
（1）数値は単純相関係数である．
（2）サンプル・サイズは全部門（N・＝154～156＞，生産部門（N＝　58），営業部門（N＝66～71），研究
　　開発部門（N＝37～39＞である，部門ごとに本来のサンプル・サイズが異なるうえに，欠測値を
　　もつサンプルをペア・ワイズに除去しているので，異なる遂行変数間では一般にサンプル・
　　サイズが異なる点に注意せよ，
（3）統計的有意性はP※＜0．10，P「um＜O．05，　Pxxx＜0．01である．
のなかで，（E→P）Σ〔（P→Oi）（Vl）〕というモティベーション構造がもっと
もよく遂行と相関するとの仮説である。表30は，こうした仮説を検証するた
めに，（E→P）Σ（P→O、）と（E→P）Σ〔（P→O，）（V、）〕のそれぞれをさま
ざまな遂行変数と相関させた結果である。2つの期待型モティベーション構
造の相異は，端的にいえば報酬誘意性によって重みづけられた期待か，それ
によって重みづけられていない期待かという点である。そして，われわれの
仮説1－bは，前者のほうがよりょく遂行変数と相関するというものである。
なお，ここでの遂行変数は管理者データから得た部門の遂行レベルであり，
2つの期待型モティベーションはその部門の管理者のそれである。
　2つの期待型モティベーション構造を比較してみると，それぞれの遂行変
数との相関は報酬寸意性によって重みづけられた期待，すなわち（E→P）
一219　一
804
Σ〔（P→O，）（V、）〕のほうがやや相関の程度が大きいといえるだろう。それ
は，全部門の経費節減や，営業部門ならびに研究開発部門の全般的な目標達
成度との相関の有意性レベルに顕著な差があるからである。この意味で，期
待型モティベーションの記述としては，われわれの仮説どおりに報酬誘意性
によって重みづけられた期待のほうがより妥当性をもっといえるだろう。し
たがって，今後は期待型モティベーションといえば，報酬誘意性によって重
みづけられた期待，すなわち（E→P）Σ〔（P→O、）（V、）〕をさすものとする。
一220　一
